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1. はじめに 
令和 6 年度の北陸信越⼯学教育協会年次シンポジウ

ムを令和 6 年 11 ⽉ 28 ⽇（⽊）に対⾯とオンラインの
ハイブリッド形式で開催した．テーマを「⼯学教育にお
ける環境保全の取り組み〜震災にかかる防災・減災を
中⼼として〜」とし，新潟⼤学，⾦沢⼤学，富⼭⼤学，
福井⼤学から計 4 件のご講演をいただいた．図 1 に本
シンポジウムのポスターを⽰す．冒頭に北陸信越⼯学
教育協会会⻑・新潟⼤学⼯学部⻑の鈴⽊孝昌⽒から開
会挨拶があり，能登半島地震における現状を 4 件から
紹介いただき，次世代の⼯学教育に繋げたい旨の趣旨
説明があった．また，新潟⼤学災害・復興科学研究所で
の独⾃の取り組みについての紹介があった．その後，各
講演が⾏われた．各⼤学で多様な地域と連携した様々
な研究開発の実例が⽰され，能登半島地震に関する学
⽣教育についても紹介があった． 

 
図 1 年次シンポジウムのポスター 

最後に新潟⼤学副学⻑（社会連携担当）阿部和久⽒か
ら，ご講演者に対する謝辞があり，能登半島地震の発⽣
した本年は，新潟地震から 60 年，中越地震から 20 年
の節⽬でもあるときに新潟に参集いただいた意義につ
いて話があり，防災に関して各⼤学で独⾃性に富んだ
研究が展開されていること，防災は異分野が融合する
ことで，新しい技術が⽣まれるため，⼯学について総合
的に学べる⼯学教育が重要である旨の説明があり，そ
の後に閉会した． 

2. 講演内容の紹介 
基調講演 2024 年能登半島地震による被害と課題 
新潟⼤学 災害・復興科学研究所 

⼘部 厚志 ⽒ 
概要 

2024 年能登半島地震では，北陸３県の広域にわた
り様々な被害が発⽣した．また，2024 年 9 ⽉ 21 ⽇に
は，能登半島で豪⾬被害も複合災害として発⽣してい
る．ここでは，新潟市内で発⽣した液状化被害の特徴
や要因，県内での津波避難の課題や能登半島地震全体
の被害や課題などを共有し，今後の防災に向けた取り
組みについて報告があった（図 2）． 

 
図 2 基調講演資料 

 
招待講演 令和 6 年能登半島地震を対象としたデータ
サイエンスの視点からの取り組み 
⾦沢⼤学 融合研究域 融合科学系 

藤⽣ 慎 ⽒ 
  



 

概要 
令和 6 年 1 ⽉ 1 ⽇，16時 10 分に発⽣した令和 6 年

能登半島地震は，半島型防災のあり⽅，新しい課題の
再認識につながった．令和 6 年能登半島地震では，
様々なデータが有効活⽤され，各種データを⽤いた分
析やAIを⽤いた予測が⾏われた．その結果，浮き彫
りとなった課題や成功事例も数多く存在することがわ
かった．本講演では，AIやデータサイエンスの観点
から，令和 6 年能登半島地震後の取り組みについて紹
介があった（図 3）． 

 
図 3 招待講演資料 

 
講演① 令和 6 年能登半島地震に伴う⾃然現象とその
特徴 
富⼭⼤学 学術研究部 都市デザイン学系 
（都市デザイン学）地球システム科学科 

⽴⽯ 良 ⽒ 
概要 

富⼭⼤学では，⼀昨年度から能登半島の群発地震に
関する調査・研究を⾏っており，令和 6 年能登半島地
震発⽣直後から現地で調査を続けている．令和 6 年能
登半島地震は様々な⾃然事象を引き起こしたが，今回
は，発表者らが特に⼒を⼊れて調査してきた能登半島
の海岸隆起と富⼭湾内の海底地すべりの事例と，こう
した理学的な調査の成果の防災・減災への寄与につい
て紹介があった（図 4）． 

 
図 4 講演①資料 

講演② 福井⼤学における原⼦⼒防災の展開 
福井⼤学 附属国際原⼦⼒⼯学研究所 

安⽥ 仲宏 ⽒ 
概要 

福井⼤学附属国際原⼦⼒⼯学研究所では，震災以来，
原⼦⼒防災研究を推進し，全学科対象に教育を展開し
ている．福島をフィールドにした放射線測定と避難経
験者らとの対話を通じた医⼯連携の取組み，放射線情
報と気象情報，原発の事故進展と政府指⽰，住⺠の動
きなどの多変量を時系列空間的に解析した結果を原⼦
⼒防災の対策に反映する⾏政との協働の取組み，社会
⼈教育などの紹介があった（図 5）． 

 
図 5 講演②資料 

 

3. おわりに 
ご多⽤の中，貴重なご講演をいただいた講師の皆様

に⼼より感謝申し上げる．今回の年次シンポジウムに
は，80名ほどの⽅にご参加いただいた．今回のテーマ
の⼯学教育における環境保全の取り組みについては，
それぞれが経験したことのある⾃然現象が対象であり，
⽂理融合的なおかつ⼯学分野横断的な視点での課題で
ある．さらには，⼤学の地域連携の活性化というローカ
ルな視点でも重要なテーマである．本講演会では，能登
半島地震の被害が甚⼤であった⽯川，富⼭，新潟，福井
地区から，震災にかかる防災・減災に関する⼯学的な視
点での取り組みについて，バラエティ豊かな内容のお
話を伺うことができた．能登半島地震が発⽣した 2024
年は新潟地震から60年，中越地震から20年の節⽬で，
2025 年は阪神淡路地震から 30 年を迎える．防災・減
災は⻑期スパンでの研究が不可⽋で，なおかつ⽂理融
合で取り組むべき課題であるが，社会復興と共に⾵化
しやすいテーマでもある．今回，北陸信越で⼯学教育に
携わる皆様と共に新潟の地から本テーマで情報を共有
できたことの意義をかみしめながら，今後の⼯学教育
に繋げていきたいと実感した 1 ⽇となった．関係各所



 

に深くお礼申し上げる． 
来年度以降のテーマとしては，令和 7 年度は遠隔授
業（オンライン教育）と⼯学教育（仮），令和 8 年度は
AIと⼯学教育（仮）を予定している．今後も活発な意
⾒交換や情報交換ができる場を設けていくため，ぜひ
今後もご参加いただければ幸いである． 


